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ハオちゃんは " なんこつむけいせいしょう”という びょうきの おんなのこです。
てと　あしが　とてもみじかくて　からだがとてもちいさいです。

だけど　とっても　げんきいっぱい !!

ハオちゃんは " なんこつむけいせいしょう”という びょうきの おんなのこです。
てと　あしが　とてもみじかくて　からだがとてもちいさいです。

だけど　とっても　げんきいっぱい !!

ハオちゃんには　おにいちゃんがいます。
いつも " にーやん”とよんでいます。
おにいちゃんはハオちゃんに
こえをかけました。

｢ハオちゃん　いまから こうえんに
あそびにいこうか？｣　　　　　　
｢うん !! こうえんであそぶー !!｣ 　

ハオちゃんには　おにいちゃんがいます。
いつも " にーやん”とよんでいます。
おにいちゃんはハオちゃんに
こえをかけました。

｢ハオちゃん　いまから こうえんに
あそびにいこうか？｣　　　　　　
｢うん !! こうえんであそぶー !!｣ 　
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おにいちゃんとハオちゃんは
こうえんにつきました。　　

｢にーやん ! はやくはやくー !!｣

おにいちゃんとハオちゃんは
こうえんにつきました。　　

｢にーやん ! はやくはやくー !!｣

｢にーやん !! ハオねー　すべりだいと
ブランコと　おすなばであそぶのー !｣
｢うんいいよー　このおすなばセットをつかって
すなのおやまをつくろうねー｣
｢やったー !!｣

｢にーやん !! ハオねー　すべりだいと
ブランコと　おすなばであそぶのー !｣
｢うんいいよー　このおすなばセットをつかって
すなのおやまをつくろうねー｣
｢やったー !!｣
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｢にーやん ! すべりだいー !!｣

　　

｢にーやん ! すべりだいー !!｣

｢それーっ !｣　
｢きゃははは !｣

｢それーっ !｣　
｢きゃははは !｣
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｢にーやん ! ブランコ !!｣

｢にーやん ! ブランコ !!｣

｢せーの ! ゆーらーゆーらー｣
｢わーい ! わーい !｣
おにいちゃんにあそんでもらって
うれしそうな ハオちゃん。

｢にーやん ! つぎは おすなばであそぶー !!｣

｢せーの ! ゆーらーゆーらー｣
｢わーい ! わーい !｣
おにいちゃんにあそんでもらって
うれしそうな ハオちゃん。

｢にーやん ! つぎは おすなばであそぶー !!｣
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おにいちゃんとハオちゃんが すなばで
あそんでいると こうえんにいた こどもたちが
やってきて ハオちゃんにいいました。

おにいちゃんとハオちゃんが すなばで
あそんでいると こうえんにいた こどもたちが
やってきて ハオちゃんにいいました。

｢うっわー ! ちいさーい !｣
｢あしみじかーい !｣
｢ねぇねぇ？なんでそんなにちいさいのー？｣

｢うっわー ! ちいさーい !｣
｢あしみじかーい !｣
｢ねぇねぇ？なんでそんなにちいさいのー？｣

｢にーやん……｣

｢あのね ハオちゃんは　ほねのびょうきだから
ちいさいんだよ ! ハオちゃんのわるくちいったら
ぼくがゆるさないぞ !!｣

｢にーやん……｣

｢あのね ハオちゃんは　ほねのびょうきだから
ちいさいんだよ ! ハオちゃんのわるくちいったら
ぼくがゆるさないぞ !!｣
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そのとき　なにかがとんできました。
ミツバチです。

｢ハチだ !｣

｢さされる !｣

｢にげろー !｣

そのとき　なにかがとんできました。
ミツバチです。

｢ハチだ !｣

｢さされる !｣

｢にげろー !｣

｢うわーん ! ハチだ !
ぼく ハチこわい ! いやだよー !!｣

｢えっ !? にーやん !?
にーやんが ないてる……｣

｢うわーん ! ハチだ !
ぼく ハチこわい ! いやだよー !!｣

｢えっ !? にーやん !?
にーやんが ないてる……｣

おにいちゃんは ミツバチがこわくて
なきはじめてしまいました。

おにいちゃんは ミツバチがこわくて
なきはじめてしまいました。

ブーン

ブーン
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｢にーやん……｣

ハオちゃんは　ないている おにいちゃんをみて
あることをきめました。

　

｢……よしっ !｣

｢にーやん……｣

ハオちゃんは　ないている おにいちゃんをみて
あることをきめました。

　

｢……よしっ !｣

｢にーやん ! ハオが !
にーやんをハチさんから　まもるー !!｣

ハオちゃんは　しゃがんでいる おにいちゃんに
おおいかぶさるようにして　ミツバチから
まもろうとしました。

｢にーやん ! ハオが !
にーやんをハチさんから　まもるー !!｣

ハオちゃんは　しゃがんでいる おにいちゃんに
おおいかぶさるようにして　ミツバチから
まもろうとしました。
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｢にーやん……｣

ハオちゃんは　ないている おにいちゃんをみて
あることをきめました。
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あることをきめました。

　

｢……よしっ !｣

｢にーやん ! ハオが !
にーやんをハチさんから　まもるー !!｣

ハオちゃんは　しゃがんでいる おにいちゃんに
おおいかぶさるようにして　ミツバチから
まもろうとしました。

｢にーやん ! ハオが !
にーやんをハチさんから　まもるー !!｣

ハオちゃんは　しゃがんでいる おにいちゃんに
おおいかぶさるようにして　ミツバチから
まもろうとしました。



9784867110089

に
し
む
ら
え
り
か
　
ハ
オ
ち
ゃ
ん
と
に
ー
や
ん

9
に
し
む
ら
え
り
か
　
ハ
オ
ち
ゃ
ん
と
に
ー
や
ん

9

ー ひゅ～っ！ー

とつぜん はるのかぜがふいてきて
ミツバチは そのままどこかへ
とばされていきました。

ー ひゅ～っ！ー

とつぜん はるのかぜがふいてきて
ミツバチは そのままどこかへ
とばされていきました。

｢・・・うわぁ ? つよいかぜだったぁ ?
・・・あれ？ハチさんがいない？
にーやん ! ハチさんが かぜにとばされて
どこかにいなくなっちゃったよ !
もうだいじょうぶだよ !!｣

｢・・・え？ほんとうに？
あ ! いなくなってる !!｣

 ミツバチがとばされていなくなり　　
おにいちゃんも　ひとあんしんです。

｢・・・うわぁ ? つよいかぜだったぁ ?
・・・あれ？ハチさんがいない？
にーやん ! ハチさんが かぜにとばされて
どこかにいなくなっちゃったよ !
もうだいじょうぶだよ !!｣

｢・・・え？ほんとうに？
あ ! いなくなってる !!｣

 ミツバチがとばされていなくなり　　
おにいちゃんも　ひとあんしんです。
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ミツバチがいなくなってから
こどもたちが　もどってきました。
｢ハチがいたのに　どうしてにげなかったの？｣
｢こわく なかったの？｣
｢おにいちゃんをまもってあげたの？すごいね !｣

　こどもたちは　ハオちゃんのゆうきに
おどろいています。　　　　　　　    

ミツバチがいなくなってから
こどもたちが　もどってきました。
｢ハチがいたのに　どうしてにげなかったの？｣
｢こわく なかったの？｣
｢おにいちゃんをまもってあげたの？すごいね !｣

　こどもたちは　ハオちゃんのゆうきに
おどろいています。　　　　　　　    

｢え？ハオ……にーやんがないてたから……
なんとかしなくちゃって……｣
こどもたちからほめられて
びっくりしている ハオちゃん。

　

｢そうだよ ! すごいでしょ ! からだがちいさくても
 ハオちゃんは とってもつよくて 　　　　　　　 
とっても やさしいんだよ !!｣     　　　　　　　

おにいちゃんは とくいげにハオちゃんをじまんしました。

｢え？ハオ……にーやんがないてたから……
なんとかしなくちゃって……｣
こどもたちからほめられて
びっくりしている ハオちゃん。

　

｢そうだよ ! すごいでしょ ! からだがちいさくても
 ハオちゃんは とってもつよくて 　　　　　　　 
とっても やさしいんだよ !!｣     　　　　　　　

おにいちゃんは とくいげにハオちゃんをじまんしました。
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すこしとおくから　おんがくがきこえてきました。
ゆうがた 5 じのチャイムです。

｢あ !5 じのチャイムだ !｣
｢おうちにかえらなきゃ !｣
｢じゃあねーバイバイ !｣

こどもたちは　かえっていきました。

｢バイバーイ !｣

すこしとおくから　おんがくがきこえてきました。
ゆうがた 5 じのチャイムです。
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｢ハオちゃん たのしかった？｣
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まもってくれてありがとう !｣

｢ハオちゃんも ぼくのこと
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